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研究成果の概要（和文）：アフリカの同時代美術はアフリカ内外のビエンナーレや美術館で着実

に存在感を高めてきたが、ここしばらくは一服の感がある。一方で、ヨーロッパでは、美術館

よりも民族博物館の方がアフリカの同時代美術の収集に前向きである。こうした事態を踏まえ

て、アフリカの同時代美術を、ビエンナーレや美術館での展覧会など、既存の場や機会を捉え

てアートとして積極的に提示していくと同時に、アフリカの同時代美術のかたり方を根本から

見直して、アートとは異なる新たなかたりのしかけを築き、それによって語っていく必要があ

る。 

 
研究成果の概要（英文）：Contemporary African art has recently marked clearer presence in 

biennales and art museums both inside and outside Africa, but it seems to lose momentum 

at this very moment. On the other hand, particularly in Europe, some museums of 

ethnology are more active to collect to display contemporary African art than art museums. 

Based on the current environment, we should make more efforts to represent contemporary 

African art as art in the global artworld through existing places or opportunities such as 

biennales or exhibitions held in art galleries, while we basically need to reexamine the way 

to represent contemporary African art to construct a new mechanism and channel of  

representation, through which we can represent contemporary African art in quite 

different contexts from the so-called art, including mythology, legends and other local 

values. 
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１． 研究開始当初の背景 

同時代のアフリカ美術は、1989年にパリ

で行われた「マジシャン・ドゥ・ラ・テ

ール」展でその一部が知られて以来、近
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年急速に世界的な注目を浴び、各国で展

覧会や関連の出版、シンポジウムなどが

相次いで行われてきた。一方、この間、

ビエンナーレ（隔年開催の国際美術展）

や美術館といったアートをめぐるイン

フラ整備も世界的な広がりを見せてお

り、アフリカ諸国も例外ではない。たと

えばアフリカ美術に特化したビエンナ

ーレとして知られるセネガルのダカー

ル・ビエンナーレは、1990年代半ばから

隔年で開催され、着実に歴史を積み上げ

てきているし、ナイジェリアなどでも同

時代美術を専門とする展示空間が現れ

ている。けれども、残念なことに現状で

は、欧米など先進国とアフリカでは、情

報の発信力に格段の差があり、美術の世

界ではアフリカは依然として欧米によ

って一方的に語られ、周縁化され続けて

いる。 

 

２．研究の目的 

上記１の状況をアフリカとヨーロッ

パを主たるフィールドとしてつぶさに

調査し、その背後にある構造的な原因を

把握、検討し、そうした状況をどのよう

に改善し、克服していくのか、現実的に

可能性のある手立てを考察するという

のが、本研究の一義的な目標である。 

具体的には、（1）アフリカの同時代美

術がアフリカの内側と外側でどのよう

に生み出され、そしてビエンナーレや美

術館というアートワールド内部のかた

りのしかけを通して、誰によってどのよ

うに語られていくかを具体的に比較し、

そこに働いている構造的な力関係を明

らかにする。次に、（2）こうした先進国

とアフリカとの間に横たわる文化表象

をめぐる権力関係を克服するための具

体的な道筋を探る。つまり、いいかえる

とアートをめぐるアフリカと先進国と

の間で、一方的な語りではない、双方向

的な語りあいの場、相互交流の回路はあ

りうるかどうかを検討し、あるとすれば

どのような形がありうるかを提案し、で

きれば展覧会などといった目に見える

形で提示する。以上が本研究の目的であ

る。 

 

３．研究の方法 

ダカール・ビエンナーレ（セネガル）

とヴェネツィア・ビエンナーレ（イタリ

ア）、およびその周辺に位置する国際美

術展、そしてヨーロッパ、アフリカにお

ける美術館、ギャラリーなどの展示施設

を中心的にとりあげて、アフリカの同時

代美術がアフリカの内側と外側でどの

ように生み出され、展示されているかを

具体的に比較する。 

セネガルとイタリア以外で対象とな

るのは、アフリカではナイジェリア、ガ

ーナなどであり、ヨーロッパではフラン

ス、イギリス、ドイツなど、かつて植民

地支配などを通してアフリカと深い関

係を持っていた国々である。 

とくにヨーロッパでは、民族学博物館

や歴史博物館など、必ずしも美術に関わ

りのない、いわばアートワールドの外側

に位置する組織にも目配りをして、アフ

リカの文化や歴史、そして同時代美術が

どう展示されているかを比較調査する。 

他方、セネガルやナイジェリアなど造

形活動が盛んなアフリカの国々では、現

にそこで活動しているアーティストた

ちや、ヨーロッパに拠点を移して活躍し

ているアーティストたちにインタビュ

ーなどによって直接話を聞くことも行



う。 

 

４．研究成果 

  1990 年代以降、とくにこの十数年間で、

たしかに世界の主だった美術館に収蔵展

示されるアフリカの同時代美術は着実に

増えてきた。現に現代美術の祭典として最

も古い歴史と高い格式を誇るヴェネツィ

ア・ビエンナーレでは、アフリカの同時代

美術はすでに常連になって久しい。ニュー

ヨークの近代美術館やパリのポンピド

ゥ・センターなど、世界を代表する近現代

美術館のコレクション展示で、アフリカの

アーティストの作品を目にすることは日

常化している。 

またアフリカの中でも、ダカール・ビエ

ンナーレは今日のアフリカ美術に関する

情報のプラットフォームとしての国際的

な地位をますます確かなものとしている。  

けれども、4 年間の調査の結果判明した

のは、残念ながらアフリカの同時代美術の

存在感には一時期ほどの勢いがなく、全体

としては伸び悩んでおり、アフリカへの視

点、視覚はかつてとさほど違っていない、

という現実である。 

というのは、たとえばヴェネツィア・ビ

エンナーレに招かれるアフリカのアーテ

ィストは、この十年ほどは 3 人内外で推移

しており、今では固定枠になった感さえあ

る。以前のようにアフリカのアーティスト

に的を絞った企画展もみられない。また国

別展示に出展しようという国も増えてい

ない。 

そして見逃せないのが、あまり表だって

話題になることはないが、実は今もなおヨ

ーロッパでは、数からいえば半分以上のア

フリカの同時代美術が美術館ではなく民

族博物館に展示されているという事実だ。 

とりわけドイツのミュンヘンやベルリ

ンでは、民族博物館の中にアフリカの同時

時代美術がまとまって展示されているの

である。また大英博物館のアフリカン・ギ

ャラリーでも同じような光景を目にする

ことができる。 

こうした現状を踏まえて、では美術を通

してアフリカをかたっていくうえで、どの

ような方向を目指すべきなのか。まず、と

りあえずはアートとしてのさらなる認知

を求めて、今後いっそう、（1）ビエンナー

レや近現代美術で行われる企画展示など、

国際的なアートワールド内の既存の機会

を捉えて現代美術として提示していく必

要がある。 

ただ、これだけでは、結局、欧米を中心

とするアートワールドの片隅に場所を与

えられるだけという従来の構図から抜け

出せないだろう。 

そこで、よりラディカルな視点から、同

時に次のようなことが求められるのでは

ないだろうか。それは、（2）アートとは違

う別のかたりのしかけを創出し、そのため

の場、とりわけローカルな文化や歴史とい

った文脈の中でかたっていくための場を、

積極的に立ちあげていくべきだというこ

とである。 

たとえば、伝統的な地域の祭り、そこで

かたられる神話や伝説、そして営まれる伝

統的な造形などは、そのための具体的な出

発点のひとつになるだろう。 

  本研究の成果発表の一環として、2010年 

から 2011年にかけて、国立民族学博物館 

をはじめ、神奈川県立近代美術館 葉山な 

ど計全国 4館で「彫刻家エル・アナツイの 

アフリカ」展を開催した。この展覧会では、

酒瓶のキャップやアルミシールなどの廃

品を縫い合わせた布状の大作や、木彫のレ



リーフなど、エル・アナツイの半生の作品

群を、これまでのように単にアートとして

展示するだけではなく、その背後にある西

アフリカの歴史や文化も併せて紹介し、そ

の文脈でもかたろうとした。ローカルな歴

史や文化によって、アートというかたりを

相対化していく試みのひとつであり、今後

の道筋を示唆する具体的な提案であった

と考えている。 

アフリカの同時代美術をかたって行く

に際して、いま求められているのは、アー

トというグローバルなかたり、グローバリ

ズムに手をこまぬいて呑み込まれていく

のではなく、異なる価値にもとづくかたり

のしかけ、いわば自分たちの文化と歴史を

守っていくための自前の陣地、を構築して

いく地道な努力ではないだろうか。 

なお、欧米の美術館と博物館におけるア

フリカの同時代美術の展示などの実態に

ついての比較調査、研究は今後さらに深め

ていく余地がある。 
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